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論文内容要旨

 著巻は白癬菌の小分生子発芽度を観察して抗白癬蕗作用を検定する簡便茂方法を考案した。

 本法は甑湾梅敵応盤の中央にある,容積約a5Cαの窪みに被験物質を含む液体壇地を人頭,距

 購菌小分生子を培養し,培養24時磨後に発芽率を算定する。本法の最も特徴とするとこるは,

 短時榊で抗白癬菌性物質の抗菌締を知り縛ることであり、漏.つ少量の;被験液でi爽施可能であり,

 バラフイγで封入することにより.被験物質響濃度を一定に保つ箏が出乗る。

 趾間菌を4%Sαbouraud葡萄糖寒天斜面培地に移植後,7日より2ろ日までに生じた

 小分生子は,本法によつてその培地に4%SαDoura廿d葡萄糖液体培地を使用した1臨は,9

 5%前後の高度の発芽躯が徳られたo

 MercuricO戯ユoride,Mercuroc頁ro鶏Merzonin,Die㌻ゑyユlnerOur幅

 io茎応◎8P1エ&奪傍,Methyle駐}ylnle卸ouriothiosaliGylate,P1ユenyユ撮e-

 r碗riGαGeも繭e,琢en。1,Cre80ユンS段ユiGyユic&o嶋2,4,5-TriCh一

 生oroph8nylc&proa名e}Conv&1ユ改且ユ猷r土n,Digi毒onin,Sodiu皿9工yco}

 Oho1α毛e,Sodiu阻desoxyo瓦。工aもeンCycユohexi魚ide,Iodine,MGもhyl

 alcoho17E力hyユalco血。ちエsopro"ユ&エGOれ01,n}ButylδユColiO1・

 琶枷ylet畑r,Ace椥慧e,Di憩eもhylfor魚a釦dβ,αrtseofulv短冷よぴ

 Myoo8ta蝦n計25種の薬剤について野間菌の小分生子完全発芽阻止最低濃魔を求めた。

 この価は従来の試験管内検定法による制歯価と過半数に沿いて一致したが,一部差を生じた

 薬剤もあった。その差はいずれも試験管内綱繭価が小分生子発芽1阻止最低濃度より高濃度であ

 った。上記薬剤中15櫨について,灘動バラフイ“ン重層法による試験管内鰯菌価と完全発芽阻

 止濃度との間には,大部分の薬剤にかいて著しくはないが差を生じた。

 培地の葡萄糖濃度がG4%,P奪p七〇ne濃度α飢%並びに夢Hが4から7までの範囲内に

 おいて享小分生子の発芽が充分高率であることを確めた。ついで50人の非白癬愚者の甑溝に

 ついて,小分生子発芽度検定法によって次の爽験を行った。血清を10%から90%含有し,

 更に夫々葡萄糖α嘆%,Pep七〇ロeG,0窪%を合一むように調製し允培地を用いて,趾:聞菌の

 の小分生子の発芽に及ぼすぬ溝の影響を検した。本法によっては,崩溝の発芽:に対`する阻止

 作用は認め傳なかった。
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 審査結果の要旨

 抗白癬物質の抗菌価を検定する方法として,従来専ら試験管法が用いられているが,その判

 建には長い日数を要する欠点がある。著者はこの欠点を取除き,しかも施行簡便な新しい方法

 を案出した。すなわち血清梅撫反応盤の中央に存する容積約0.5㏄の窪み《被験物質を含む液体

 馳を入れ,ここに鐵癬菌小分生子を培養しン培養24時間后にその発芽率を算定する方法で
 ある。本法によれば24時間にして抗白癬物質の抗菌価を判定し得るのみならず,少量の被験
 物質で実施可能であり,またパラフィンで封ずることによって被験物質の濃度を一定に保つこ

 とができる。

 まず使用すべき霞癬菌小分生子を縛るための条件を実験したところ,鮭聞菌を4%8&bo-

 urauα葡萄糖寒天斜面に移植し,7日から25日までの閥に発育した小生分子を用いるのが

 適豪であることを知った。すなわち本法によってその培地に4%8abo財auα葡萄糖液体培

 地を使用づれば,この小生分子は95%前歴の高い発芽率を派した。

 25種の薬剤,Mercuricc互■oriαe、Merc肢roc滋rome,Mergo且in,Die-

 thyユ.mercu,riop〕ユosph.a七e}Mot五yle七h5rコ.皿ercu。rioもhio$alicyユ.亀七6,

 Ph,eny:L狙erCUricac㊦七a七e≠PheaO:L,GreSoユ,S鼠1icylicaciaン2ン

 4,5-Trichlorop五eny■ca強roate,、Go豆▽a[Llamari且7Digi七〇且iエ隔80一

 αiu阻9■ycOC互O■a七〇,SOαiamα0βoxyc五〇ユaもO,cyc■O烈ex地iαe,エO一

 &ine」Mo七hy■a■co互。■β“yユalcohoLエβopropy■呂■co流。■多n窃一

 uty■包■CO五〇■,通む五yleむぬer重AceもO且e,工)i皿eもhyユ£Or搬&miαe,Gri8-

 eof蔵1vin,短yCOS七a七inにつレ、て本法によって趾間菌小分生子完全発芽隠止最低濃度

 を求めた。

 この価は従来の試験管法による制菌価と過半数の薬剤にかいて一致したが,一部の薬剤にか
 いては多少の差を生じた。この差は,本法が嫌気性培養を行なうため,それによるのではない
 かと疑い,試験管法に流動パラフィン軍属法を合併して嫌気性培養を試みたが,これによる試

 験管内鱗菌緬と完全発芽阻止最低濃度との間には大部分の薬剤にお・いて差を生じ,嫌気性条件
 が本法と試験管法との問の差を生ずる原園ではないことを推察した。

 白癬菌が表皮角質層から体内に侵入しない理由として,正常人血清は抗菌力を有すると説く
 学者があ匂,またこれに反対するものもある。しかしいずれも癒瀞の抗菌力検定には試験管法

 を用い,従って長時日を経た血清についての判定であるので,その結果は信じ難いb著者は

 5G入の新鮮正常愈清について,本法によって24時間で判定したところ,正常無情は白癬蕗
 小分生子の発芽を阻止する作用を有し老いことを認めた。

 以上,白癬菌小分生子発芽慶検定法は抗白癬物質を評価する膚力な一新方法であるといえる。
 よって本概究は学位を授与するに値するものと判定する。
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